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令和７年度当初予算案における主要な施策 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部 室 名 

危 機 管 理 課 

  



 

新規事業及び重要事業総括表 

Ⅰ 総 額 

【一般会計】 

区分 令和７年度 令和６年度 伸び率 

予算総額 １，７８９，８６４千円 １，７３５，７５２千円 ３．１％ 

一般会計構成比 ４．１％ ４．３％ － 

 

 

Ⅱ 主な新規事業及び重要施策                         （単位 千円） 

施策３－１ 防災・減災対策の推進 

Ｐ １  一部新規等  家具転倒防止器具等設置促進事業      【危機管理課】   １，０１１ 

Ｐ ２       災害支援体制整備事業           【危機管理課】  ２０，６９４ 



一部新規・拡充 
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家具転倒防止器具等設置促進事業 

 

担当 危機管理課 危機管理担当 

内線 ２４２０         

 

１ 目 的 

地震災害時において、揺れに伴う電気機器からの出火や停電からの復旧時の通電火災が発生してい

る。また、地震による家具の転倒等による身体への被害や避難確保などが懸念されている。 

そこで、電気火災を防止するために効果的な感震ブレーカーの設置や、家具の転倒等から身体の安

全を確保するために有効な家具転倒防止器具等の設置を促進するための補助金を交付することによ

り、地震災害時における火災の防止及び在宅避難を推進し、防災意識の高揚を図る。 

 

２ 事業内容 

（１）対象器具に住宅用火災警報器を追加 

鴻巣市家具転倒防止器具等購入費補助金交付要綱における対象器具に住宅用火災警報器を加え、住

宅用火災警報器の適正な交換や設置の普及を促進し、災害時における人命の保護及び防災意識の高揚

を図る。 

【対 象 者】 市税に未納がない市内在住者 

【対 象 器 具】 市内店舗で購入した感震ブレーカー、家具等の転倒防止器具・転倒防止金具、

ガラス飛散防止フィルム等（市内業者による取付費を含む）に住宅用火災警報

器を加える。 

【補 助 率】 ５０％（１／２） ※千円未満切り捨て 

【補 助 限 度 額】 ５，０００円 

【回 数】 １世帯１回のみ 

 

３ 予算額 １，０１１千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※ 総務省消防庁より引用 
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災害支援体制整備事業 

 

担当 危機管理課 危機管理担当 

内線 ２４２０         

 

１ 目 的 

災害が激甚化・頻発化する中、災害から市民の皆さんを守るため、指定避難所等の防災倉庫及び市

役所敷地内に整備した防災備蓄センターにおいて、関東平野北西縁断層帯地震による最悪の事態を想

定した食料や発電機などの備蓄物資を鴻巣市地域防災計画に基づき整備し、大規模災害に備えること

により市民の皆さんが安全安心に暮らせるまちづくりを進める。 

 

２ 事業内容 

（１）分散備蓄と集中備蓄 

大規模地震や台風などの災害が発生した場合において、避難所開設の初期に必要な最低限の食料や

毛布などの物資を、指定避難所等の防災倉庫に備蓄する分散備蓄と、各避難所での物資の不足や避難

の長期化に備え、防災備蓄センターにおいてまとめて備蓄する集中備蓄を行う。 

 

（２）避難所の生活環境の改善 

令和６年能登半島地震など近年の災害における検証等を参考に、避難所における良好な生活環境の

確保に向けた取組として、高齢者や障がい者などの要配慮者への段ボールベッドの迅速な提供を行う

ため、備蓄目標の見直しを行い、国の交付金を活用し整備を進める。 

 

（３）民間事業者等の連携強化 

災害の激甚化や避難の長期化に備え、市が行う備蓄とは別に、災害時に不足する食料や資機材等に

ついて支援いただくことを想定し、民間事業者等との協定を締結して連携強化を図る。 

 

３ 予算額 ２０，６９４千円 

 

 

※増量整備する段ボールベッドのイメージ 


